
発達支援ファイルに関する専門部会 　各会議の結果は、会議後直近の子ども・子育て会議で報告する。

　※「発達支援ファイル」という名称については仮称であり、正式名称は実施段階で検討する。 ■平成29年度

　 （例）千歳市「イエローファイル」、室蘭市「すてっぷ」、美瑛町「子育てファイル」等

・作成方針について ・ファイルに搭載する内容や様式について

・現状について（各委員の情報共有）

・専門部会で検討すべき内容について

・先進事例の紹介（資料提供）

■平成30年度

・個人情報の取扱い ・記録を継続するための方策

・各機関での記録保管の方法

・ファイルの引継ぎ方法

※具体的検討内容

○　ファイルに搭載する内容や様式

○　各機関（保育所、幼稚園、学校等）での記録保管の方法 ・完成様式について

○　就学等（移園、転校、進学ほか）ファイルの引継ぎ方法 ・取扱要領について

○　個人情報の取扱い

○　記録を継続するための方策

・運用に必要な予算見積 ・学校に対する説明　～　校長会、教頭会

■検討委員　※敬称略 ・保育園・幼稚園に対する説明

・関係機関打合せ

北海道教育大学札幌校　臨床心理士 ■平成31年度　運用開始

岩見沢市立総合病院　小児科医

岩見沢市健康づくり推進課　保健師

岩見沢市保育園連盟代表 ・各機関での運用状況について

岩見沢市幼稚園連合会代表 ・運用半年間での課題等について

公募委員　ＰＴＡ連合会副会長

岩見沢市子ども発達支援センター　作業療法士

南小学校　特別支援担当

美流渡中学校　特別支援担当

指導室長

指導室　就学指導担当

福祉課障がい者福祉グループ担当主査

福祉課障がい者福祉グループ　児童担当
■事務局

　発達障がいの子どもが、成長の過程で受けた訓練やその成果、性格や特徴、支援体制などを記録・保存し、家
族や支援者と情報を共有することにより、将来にわたり、子どもの個別指導計画に必要な情報を共有できる環境
をつくり、生涯にわたっての支援システムにつなげる。

委員種別

佐藤　俊哉

氏　　名

　現在本市では、発達障がいを持つ子どもの成長記録を統一的に整理する仕組みは無く、保育所、幼稚園、学
校等がそれぞれ独自の様式に従って記録しているにとどまっている。
　発達障がいの子どもの教育については、成長段階でうける様々な指導や支援等が現状どのように作用している
かを把握することが重要であるが、記録を整理する統一的な仕組みが無いため、移園、進学、転校などにより十
分な引継ぎが行われていない可能性もある。

※予算要求 ※運用説明

平成31年2月～3月頃平成30年11月

平成30年５月～6月頃 平成30年9月～10月頃

第３回専門部会

平成31年1月頃

第1回専門部会（検証会議）

平成31年10月頃

子育て支援推進担当次長 鈴木　栄基

田中　ちとせ

助言者（市職員）
大館　弘和

山田　　努

奥村　弘美

松本　伸彦

第2回専門部会

平成29年10月　　日 平成30年2月　　日

第1回専門部会 第2回専門部会

第1回専門部会

子育て支援係 内村　　愛

所属・専門的立場等

子ども課長 所　美穂子
子育て支援係長 森　　勝哉

大津　方人

風間　美恵

梅田　英世

子ども・子育て会議委員

平野　直己

特別委員

福多　範子

佐藤　善樹

木下　悠香里

発達支援ファイルに関する専門部会について

専門部会名

検討内容

部会の構成

スケジュール

現状と課題

（４）資料


